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Ⅰ

本稿では､EmilyJaneBronte (1818-1848)の自由についての visionがい

かなる発展をみせるかを､Emilyの伝記とその作品 (Wutheri"gHeightsと訪日)

によって跡付けることを目的とする｡

Emilyは30年の生涯のは.tんどを地理的に隔絶されたYorkshire.Hawarth

の牧師館で送った｡この間､学校数青をうけるために3度､教師として赴tT:す

るために1度家を離れ寄宿学校生活を体験しているが､Emilyは我が家である

牧師館とその周囲に広がる広漠たる荒野を離れる度に望郷の念に駆られ､精神

的苦痛はもとより｢肉体的苦痛｣を訴え､異郷での生活は長くは続かなかった｡1

最初に牧師館を離れるのは1824年､Emilyは6歳であった｡CowanBridge

にある牧師の娘達のための学校､theClergyDaughter'sSchoolに姉 Maria,

Elizabeth,Charlotteと共に入学するが､不衛生で劣悪な環境の下でMariaと

Elizabethが肺病で亡くなり､EmilyとCharlotteは家へ帰される｡姉の死を

嘆く陰うつな叫び声が聞こえる環境から受ける重圧に極度に内向的なEmily

の心が過敏に反応したことを暗示する記録はあるが､CowanBridgeにおいて､

我が家をとりまく荒涼たる荒野と沼地への郷愁にとらえられ健康を害したとい

う記熟 まない｡2我が家にあってしかEmilyが健康を維持することができない

という事実を家族の者も確認するのはRoaHeadの寄宿学校における体験を通

してである｡Charlotte･はEmilyの苦闘を次のように伝えている｡

Everymorning,whenshewoke,thevisionofhomeandthemoosrushed
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onher,anddarkenedandsaddenedthedaythatlaybeforeher"...Inthis

struggleherhealthwasquicklybroken‥her-whiteface,attenuatedform,

andfailingstrength,threatenedrapiddecline.Ifeltinmyheartshe

woulddie,ifshedidnotgohome,andwiththisconvictionobtainedher

recall.3･

｢銭が家と荒野のヴィジョン｣は自分が異郷にあるという意識を一層烈しくか

きたて､郷愁を募らせる｡Emilyの心身の不調の原因が我が家と荒野へのノス

タルジアに在ることは上記のCharlotteの言葉によっても明らかであるが､こ

のノスタルジアの烈しさが何に依るものであるか､Charlotteは次のように説

明を加えている｡

Thechangefromherownhometoaschool,andfromherownvery

noiseless,verysecluded.butunrestrictedandunartiLicialmodeoflife.

tooneofdisciplinedroutine,waswhatshefailedinenduring･4

寄宿学校における ｢規則正しい日課の生活｣が､17年間牧師館と荒野で ｢制

限されることのない､飾り気なし｣の生活を送っ●てきたEmilyにとっては､,囚

われ人の生活に等しいものであったことをCharlotteの言葉は告げている｡

R̀oaHeadでの暗い学校体験から2年後､LawHillの学校において体験した

精神的苦悩は一層激烈になり､囚われ人としての意識は決定的なものとなった｡

19歳までに2度も束縛の多い寄宿生活を体験したEmilyは､生涯にわたってこ

の束縛感に悩み囚われ人としての意識を持ち続けた｡Emilyの詩には牢獄や

囚人を歌ったものが多く､繰り返し軌跡 こEmilyは､じめじめ●した暗い地下室

(牢獄)に幽閉された者の苦悩する魂と､そこから脱出し自由になろうとする

燃えるような激しい欲求について詩にうたっているoCharlotteは ｢Emily

の最も愛したもの､それは自由です｡自由はEmilyの鼻孔の息でした｡｣とい

うことばでEmilyにとって自由が生存の基本的条件であることを伝えている｡

5Emilyは砂だたる荒野での孤独を愛し､我が家にあっては､秘かに自分だけ

の部屋で空想にふけり､想像力が羽ばたく自由な時間を必要としていた｡従っ
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てそれらが失われる環境では束縛を強く意識し､烈しい苦痛を感じた｡異郷の

不自由な生活の中で見た ｢家と荒野のヴィジョン｣は､自由と幸福のヴィジョ

ンであり､家と荒野へのノスタルジアは囚われ人が求める自由の地への怪傑で

もあった｡

家と荒野に求めた自由と幸福のvisionは､RoaHeadとLawHillでの体験

を経て､自然に対するvisionの変化と共に､微妙な変化を示し､精神的 (内的)

自由のvisionを探化させてゆく｡と同時に､｢家と荒野のヴィジョン｣､あるい

は故郷 (大地)､への執着と､｢幻｣あるいは霊的カへの欲求との葛藤が深刻化

してゆく｡かつては荒野の自然の中に自由とかげりなき幸福を見出し､自然の

中に天の啓示を見たEmilyは､やがて自然の啓示力に対する懐疑をにおわす詩

を書くようになり､また､イマジネーションや空想の力の限界も知る｡

本稿は､こうした懐疑と相反する欲求によって引き裂かれ葛藤に苦しみなが

ら､自由を求めて苦闘し続けたEmilyの心が､いかなる軌跡を描きながら､最

終的にいかなる自由のvisionに到達したか､あるいは自由の地についてのim-

ageに結実したかを､Emilyについての伝記､さらにEmilyの作品 (Wutherz'ng

Heigitsと詩笛)を通して探ることを目的とする｡(作品を通してEmilyの描い

たvisionを探るのは､Emilyの直接的資料が乏しいということ以上に､作品が

Emily自身の内的生活を表明している､すなわち魂の体験を反映しているとい

う観点に立ったことに依る｡)特にEmilyの小説 WutheringHeighLs(1847)にお

いて､死の床にあるCatherineの焦がれる対象がどのように変化してゆくか､

また､詩において､家についてのimageが最終的に何のimageに収束するか､

その最終的imageと自由のvisionとの関係について検討する｡この関係から

Emilyのhomesickness､ノスタルジアがいかなるものにその性質が変化する

かを探ってみたい｡すなわち最終的にEmilyはどこに帰ろうとしたのか､何に

回帰しようとしたのか､その回帰すべき地に対するimageとEmilyが求め続

けた自由のvisionとのつながりを見てゆこう｡
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1835年7月､Emily (17歳)は将来教師となるために必須の学校教育を受

けるためにRoaHeadに向けて旅立つが､MissWoolel'sSchoolでの寮生活

に適応できずに心身の不調を訴え3ケ月で家に戻る｡教師として赴任した

Charlotteと同じ環境にありながら､Emilyのみが ｢肉体的苦痛｣を感じる程

まで深刻化した束縛を意識することになった理由としてEmily自身の生来の

特異な性格をあげることができると思う｡しかし､性格と近密な関係をもつ他

のより重要な理由は牧師館と荒野でのひっそりとした､自由で自然な生活から

投げ出されたという事にある｡では､RoaHead以前のEmilyの少女時代とは

どのようなものであったか､あるいはその時期の牧師館での生活がEmilyのど

のような性格を示しているかみてゆこう｡

Emilyは13歳頃から英雄達が活躍する空想の物語､Gondalを妹のAnneと

共に創作し始める｡無謀な反乱行為､執扮な反逆そして大胆な冒険から構成さ

れるGondalの特異な世界には悪のエネルギ-と共に自由､独立を求めて闘う

魂が充溢している｡この魂がEmily自身の自由への個人的熱望の投影であり､

Gondalの英雄達の､反逆精神に富み不敵で激しすぎる性質がEmily自身の感

情の質を反映している｡

Emilyの内的世界を写し出すGondalに情熱を傾ける一方､Emilyは荒野へ

自由を求めて走った｡Emilyは､荒野にのびやかに､ひっそりと咲くと-スの

ように ｢自由で､自然のままで懐きにくい｣少女であり､無口で､他人との交

わりを嫌い､特に見知らぬ者に対しては極端に人見知りし､無愛想に受けとら

れがちであった｡6そんなEmilyが荒野に出ると別人のように生き生きと歓び

を全身で表現した｡1833年 (Emily15歳)に牧師館を訪れたCharlotteの親友

EllenNussyは､荒野のEmilyの様子をIachildinspiritforgleeandenjoy-
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ment'と形容している｡7自ら率先してEllenを荒野に連れ出し､自由に力強く

話しかけるEmily､少年のように口笛を吹き浮猛な愛犬を呼び､その犬を従え

て荒野の危険な奥地へとつき進んでゆくEmilyの堂々たる姿､窪みをつくって

いる水溜りの中の小さな生き物と時を忘れて戯れる無心の歓びの子Emily｡

こうしたEllenの観察から､荒野がEmilyにとっていかに重要な空間であるか

を知ることができる｡そこでは無口なEmilyも雄弁になり､危険を少しも怖れ

ず大胆で､他のどんな空間よりもEmilyらしく振る舞うことができた｡外界の

自然とEmilyの心の中の自然とが融け合い､自然のエネルギーを胎内に吸収す

るかのようにEmilyは､力強く風のように自由になることができた｡Charlotte

は､Emilyにとって､故郷の丘が起伏する荒野が､単に愛でる対象としての自

然ではなく､景色以上のもの ｢あるべきすべてのものである｡｣ことを､さらに

作品の中で自然描写が理想化されている理由について次のように述べている｡

I...theylhernativehills]werewhatshelivedin,andby,asmuchasthewild

birds,theirtenants,orastheheather,theirproduce.8荒野はEmilyの心の中

に静止している風景､自由と幸福の原風景であろう｡そこは自由の原体験の地

であり､幼くして (3歳)､母親の死によって ｢巣のぬくもり｣9を喪失した

Emilyにとって､大地の母性的ぬくもりを感じさせる無限の壁によって包まれ

た空間､母胎であり､無限の拡がりによる自由の感覚､と同時に､包まれている

ことによる安心感と暖かみをも感じさせる絶対性をもつ空間とも言える｡人嫌

いのEmilyが荒野に息づく野性の生物と心を交わせ､慰められ､憩うことので

きた地､幸福の原体験の地でもあったのであろう｡(荒野での交感の対象は､生

物､木々等の具象性を供えたものから風という霊性を暗示するもの､あるいは

｢幻｣｢不思議の力｣と呼ぶものへとしだいに変化してゆく｡)荒野ではEmi-

lyの本性が束縛されることなく､その解放された巽が奔放に羽ばたいた｡

RoaHeadでの窮屈な寮生活を送る以前のEmilyの生活は､家事に実務的手

腕を発揮しながら､意識は架空の物語に傾注 し､imaginationを解き放 し､

Anneと共にGondalの世界に遊び､あるいはCharlotteや Branwellと議論し､
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教区の人々のする話を語る父のことばに耳を傾け､好きな本を読み､誰もいな

い荒野や岩や泥炭地を自由気ままに歩き回るといった生活で､与の頃のEmily

は自分に合った独自の世界を創りあげる力を蓄積しつつ､自由を自分のものに

しようとしていた｡10

このように孤絶した牧師館での自由で引き込もった生活に慣れ親しみ､しか

も長い間､独自に成長し､独自に形成された性格をもつ想像力の強い､深く物

事を掘り下げることを好む精神をもつ少女にとって､因襲的で表面的な標準教

育のおこなわれる規則的な学校生活は耐えがたく､生徒達の子供じみた軽い低

俗な会話にも加わらず､洗練された作法を説く校長も軽蔑の対象としかならず､

自分だけの世界に閉じ寵もり､孤独を深めていった｡自分の行為を自分自身の

厳格な法則で律し､決して他人の感化も干渉も許さぬEmilyのこうし仁性格を

考えても､成熟度においても､当時の平均的女性とは著しい隔たりがみられ､

標準教育を受けるには時期的に遅すぎた｡llEmilyは因襲的生活に烈しい反感

を示し､拒絶し続ける一方､架空の物語の世界と荒参とした荒野での孤独への

渇望は日増しに高まり､フラストレーションと束縛への激しい抵抗力はEmily

の肉体をも蝕み､衰弱しきったEmilyは家へ戻される｡

RoaHeadから戻った翌年1836年12月13日 (Emily18歳)に書かれた詩には､

すでに地下牢がうたわれている｡

Man'ssplrltawayfromitsdreardongeonsending,

Burstingthe･fettersandbreakingthebars. (NO･5,e･5-6)12

｢足榊を砕き格子戸を破って｣｢わびしい牢獄｣から逃れ出ようとする男の魂

について語られているこの詩からも､Emilyは18歳にして､すでに く牢獄)に

ついての意識を強く持ったことが知れる｡

同時期 (2ケ月後の1837年2月)に書かれた ｢赤い胸のこまどり｣をうたった

詩は､RoaHeadで､Emilyが悲しみと腹立たしい想いに目ざめ憂いを知った

ことを伝えている｡

Ihearditthen,youheardittoo,
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Andseraphsweetitsangtoyou;

Butliketheshriekofmisery

Thatwild,wildmusicwaiIedtome. (NO.7.e.17-20)

荒野での曇りなき歓びと､｢赤い胸のこまどり｣の天使のような歌声が不幸の

叫びと嘆きに変る｡ àsullenhollowinalividhillside'からEmilyの心は

Edenを創りあげることができたが､その荒野の自然は､射りなき歓喜を与え

る楽園から､悲嘆にくれる者を慰め､悲しみを癒す隠れ家となり､かつての

Edenの輝きが失われる兆しを暗示している｡13

同年1837年5月17日の詩には､18歳のEmilyの否定的自己認識､ペシミステ

ィックな人生観､人間観がすでに表われている｡

Firstmeltedoffthehopeofyouth

Thenfancysrainbowfastwithdraw;
I

Andthenexperiencetoldmetruth

lnmortalbosomsnevergrow,

'Twasgriefenough tothinkmankind

AllI101low.servile,insincere;

Butworsetotrusttomyownmind

Andfindthesamecorruptionthere. (NO･11,e.17-24)

｢青春の希望｣､｢空想の虹｣が消えた後に､世界の虚しさ､人間の不誠実､自己

自身の隔落を知ったEmily自身の内的葛藤の苦しみ､慎悩する痛ましい魂の叫

び声が陰欝に響き渡る詩である｡(真実)を教える (経験)とはRoaHeadで

の体験を示しているのであろうか｡

次にEmilyが牧師館を離れるのは1837年9月､Emily19歳の時である｡今

回はLawHillSchoolの教師として赴任するためであった｡Emilyは2年前､

最初の社会との直面に失敗したことによる挫折感に加えて､囚われ人としての

自意識に悩まされ続けていた｡このことは､牧師館を出発する1カ月前に書か

れた詩句 ｢牢獄の壁に投げつける夏の光が愛しい禄の野を語る｣(Ⅳ0.15,g.

40-42)に読みとることができる｡
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LawHillでの教師生活の実態はCharlotteがEllenNussyに書き送った手

紙によって知ることができる｡早朝6時から夜11時までの過重労働の下で

Emilyが受ける緊張､圧迫を懸念する姉は､ T̀hisisslavery.Ifearshewill

neverstandit.'と訴えている｡14

この時期のEmilyの詩にはMyharrassedheartbeneath(NO.34,A.22),

d̀ungeons', p̀risoner'(NOl39,e･4)､ p̀risonroom',(NO･39.e.16),

'chainandbaranddungeonwal1'(NO･43,C.7),̀thrall',(NO.43,A.8),

d̀ungeon'(NO.46.～.3)といった囚われ人の意識を反映することばが目立ち､

調子は陰欝で暗く､Emilyの精神状態と詩作活動との相関関係を示唆している｡

また激しいホームシックの詩が書かれるのもこの頃である｡

Farawayisthelandofrest,

Thousandmilesarestretchedbetween,

Manyamountain'sstormycrest,

ManyadesertvoidoLgreen.(NOl32.e.i-4)

｢生の重荷｣を背負い遇かなる ｢安息の地｣を目指して砂漠を行く旅人は力尽

き､絶望し死をすら願う｡その旅人に詩人は､胸の中でざわめく逃避への誘い

の声を鎮めて､さらに日の射さぬ苦難の道を､最後の安息の地へと向かって進

んでゆけと励ますoやつれはてた旅人の心の和む地は､｢家の炉辺｣(NO.92.

～.16)であり､見慣れた荒野の光景である｡澄みわたる大空､静まりかえった

大地､羊の群れ､波のように起伏する単調な丘々､嵐が吹き荒れ､また暖かな光

のさす不毛の丘にかこまれた地である故郷の荒野の風景をEmilyは寄宿舎の

灰色の壁に囲まれた部屋で心に映し出し､紡径い､空想の力によって一時の慰

めを得ることができたのであろう｡LawHillから戻った後に書かれた詩､(例

えばNO.92の詩)がこのことを示している｡

ところで､NO.32にうたわれている ｢最後の目的地｣である ｢安息の地｣は､

｢家と荒野のヴィジョン｣の持つ現世的色彩とは異なる何かを暗示しているよ

うに思われる｡ここにEmilyの精神的成長と共に､苦悩を深めつつある者が解
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故の visionを追い求めようとする兆しを読みとることができないだろうか｡

LauraL.Hinklyは､ ÀfterLawHillsheunderstoodcaptivity.'15と述べて

いるが､RoaHead後､Emilyの詩にはすでに捕われていることを意識してい

たことを示す語句がみられる｡但し､自分の中の暗闇を知る､すなわち自己自

身に囚われていること､束縛の鎖は自己の内にからみついていることに目ざめ

るのは確かにLawHill以後であろう｡WinifredG6rinは､LawHillでの体

験がRoaHead時代には見られない渇望を生み出し､Emilyはその欲望に取り

想かれ始めたと主張している｡16その欲望とは､Emilyの肉体的束縛の鎖を打

ち砕いて自由を与えてくれる力の存荏､̀thesoulofnature'との完全な融合に

達したいというものであり､この融合のエクスタシーがEmilyの生涯の切望に

なったと述べている｡確かに､この時期の詩 (NO.44)には､風の夜､投獄され

た囚人の魂が ｢土塊の身を遠く離れて｣､紡担い､あらゆるもの､｢大地｣も

｢大海｣も ｢雲なき大空も｣｢私｣もことごとく消滅し､無となり､｢魂だけが

無限の広漠を招けめぐる｣という俳惚境をうたったものがあり､RoaHead後

1年以上経過して書かれた初期の詩 (Ⅳ0.5)にみられる解放の歓びを暗示す

る詩行に比べると､明らかにLawHill以後の方が､神秘的無の体験による俳惚

感を明確に表現している詩といえる｡しかも､何らかの解放力を持つ存在の力

によってこのような神秘的瞬間が現出したとも考えられるが､その力の存在が

W.G6Tinの言う､t̀hesoulofnature'であるかどうかには疑問が残る｡解放

力を持つものとして詩にうたわれているものとしては､̀fancy'spower'(NO.

92.2･43)があり､TheNight-Wind (NO.146)の歌う調べの持つ力､im-

aginationの ｢情あつい力｣(NO.175)等があるが､いずれもその力には限界が

あり (後述)､Emilyの死の2年前に書かれた詩にうたわれる ｢全能にして永

遠に在ます｣｢命の神｣､｢実在｣そのものである ｢胸の内なる神｣(NO.191)の

絶対性をもつカへのvisionを獲得するまでは自己との闘いの長い時を必要とし､

暗闇の中を孤り手さぐりでその存在へと近づいていかなければならなかったの

である｡この時期のEmilyにとって､待ちわびる (力の存在)がどのような存
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在であれ､Emilyの異常に緊張が高まった精神状態から､自由を与える存在へ

の渇望が生じることも､また高度に精神化された体験をすることも十分考えう

ることである｡望郷の念に駆られ､その苦痛を伴う欲求を抑圧するエネルギー

がこれまでとは違った欲求を生み出してゆく｡それがGerinの言う自由を与

える存在との合一の欲求となったのであろう｡Emilyはこの存在をあらゆる

ところ､大地に､天に､地獄にすらも探し求めるようになり､夜､ひたすらその

｢希望の幻｣を待ち望むようになる｡しかし重要なことは､魂が解放されるの

は ｢牢獄｣(NO.5)からではなく ｢土塊の身｣からであるということであり､

肉体の牢獄化という概念がみられることである｡それは肉体の限界性が象徴す

る人間存在そのものの限界性への認識が現われてきたということを意味し､魂

は牢獄のみならず､自己に囚われ越えゆくことのできない閉ざされた自己自身

からも解放を待ち望んでいるという認識を示している｡

こうした体験の基盤となるEmilyの精神的成長の秘密は､RoaHeadと

LawHillとの間の期間に展開した兄Branwellとの生活にもあったと思われる｡

家族皆の期待を担う長子Branwellは､RoyalAcademyに入学するため上京す

るが､現実を直視することができず社会生活に失敗し､精神的に崩壊し､家に

舞い戻り背徳的生活を送っていた｡そのBranwellとRoaHeadでの苦い体験

を経たEmilyとの間に共通の思いが通い合った｡2人は､共通の情熱とそれを

表わす共通の言語があり､共通の挫折の痛みによって芽はえた同朋意識によっ

て結ばれていた.W.G6rinはEmilyがBranwellを批判せずに風や自然のよ

うに受け入れ､やがて､Branwellの体験と生活に深く巻き込まれ､それを自分

自身の体験としていったと述べている｡17

この時期 (LawHillから戻った後)､Emilyは､牧師館の女中としてよりは家

族の一員となって子供達の世話をし愛情をそそいできたTabithaの怪我によ

ってEmilyの肩に重くのしかかった家事労働をこなすために､詩作の時間を奪

われることになった｡Emilyにとって詩作とは､自分の内面世界の経験を架空

の物語の人物に託して伝え､想像力と共に自己を解放する行為であり､従って
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こうしたEmilyの心が切に求めるものと現実の要求との仏製が生じその葛藤

との闘いの中で､Emilyは自己の内面性をさらに深めてゆくことになった.そ

れでも一日の労働を終えて､夜､小さな自分の部屋に帰ると､誰にも邪魔され

ることなく夢､幻の世界に遊び､自己の閉ざされた内的世非を観照し､しだいに､

刑而上学的思考を発展させていった｡あるいは､夜の孤独の柑札 見えざるも

の､夜の輝やかしい存在との交信を幾度も試みるようになった｡

LawHillを退職してから4年後､Emilyは四度牧師餌を離れることになり､

1842年 2月 (Emily24歳)､Charlotteと共にBrusselの寄宿女学校に田学する

ために旅立つ｡学校生活の日常に従い､予備知識の乏しい外国語の厳しい毎日

の日課に縛られるここでの9カ月間の留学生活も､あらゆる圧迫を呪いと感じ

るEmilyにとって辛いものであった.その上宗派と国籍の異なるはるかに,1:･

下の少女達の中で､26歳のCharlotteですら無口になり､孤立し､Emilyはほ

とんど口を開かなかったと言う.'18しかし以前の2度の失敗によって養われた

克己力によりEmilyは今回の異国での深刻なホームシックを耐えたが､こうし

たEmilyの努力が､束縛感による苦悩をさらに内向化させる原因になったと思

われる｡

Brussel留学の前年に書かれた詩 (NO.144)には､鳥の生命を犠牲にしてまで､

その鎖をはずし天声削ナるLTheCagedBird'の姿を一目でも見たいと願うEmi1y

の､自由への燃えるように烈しい願望が投影している｡｢生と死をとおして堪

えしのぶ勇気ある｣｢束縛なき魂｣を与えてくれとうたう､ T̀heCagedBird'

に続く詩 (NO.146.g8.ll-12)からも自由の欲求の切迫感がEmilyの激しい

息遣いと共に伝わってくる｡

自由への欲求は t̀heprisonedsoul'(NO.148.e.22)の意識の裏返しであ

る｡しかしEmi1yに囚われているという意識を強く与える対象は常に一定し

ているわけではなく､Emilyの様々な体験を経てしだいに変化している｡初め

は､自由な環境を奪われ､行動の自由が失われたことへの苦痛と嘆きの声が､

詩の中の人物の口を通して発せられた｡砂だたる沼地や丘を歩き回り､自然の
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中で息づいている生き物との対話を通して自己と対話し､心を開いてゆくとい

う荒野の自由から投げ出されたEmilyは､異郷の地で故郷の丘や家の炉辺を死

ぬ程度恋焦がれ､想像の中で荒野をたどろうとするが､不自由な環境の中で､

心の自由の領域も侵食され､想像力のつくり出すvisionは､牢獄の門 (賓宿学

校の門であり､さらに束縛するものを象徴するもの)が閉まる音と共に消え去

ってしまうのである｡

この環境という外からの拘束以外にEmilyの心を縛りつけるものは､Emily自

身の内部に在るものである｡学校生活の体験が､周囲の人々への不信と人間性

一般への失望にととまらず､自己の内に巣くう ｢隅落｣への認識､さらに人間

存在の属性である限界性への覚醒を促すことになる｡Emilyは外部の束縛の

体験を通して内部の束縛を知るようになり､このように自己認識を変えてゆく｡

たとえ鎖に繋がれていなくとも､また牢獄の壁がないとしても､Emilyは自分

の中に自分を超えてゆくことのできない閉じ一られた自己という銃と壁を見たと

いうことであろうか｡Emilyは､自分の肉体そのものを牢獄としてみるように

なる｡(牢獄は人間存在の限界性を象徴するだけでなく､この大地も､いや世罪

そのものの限界性の象徴となってゆく｡)この牢獄の鎖を打ち砕こうとして､

Emilyは自由と幸福の原体験の地､荒野へ向かう｡が､大地がかつて与えてく

れた生命の輝きや胸の踊るような歓びは回想のかなたへと退き､代りに､自然

はただ安息と慰めを与えるだけとなった｡Imaginationも自然と同様､魂にか

らみつく鎖を一時は解き放つ力を示しはしたが､真の解放とはならず､自由を

求めて失敗をくり返す度に､Emilyの嘆きの調子は非痛さを増してゆく｡自由

への欲求の背後に烈しい大地への執着がこびりつき､さらに悲痛な叫びとなっ

て響き渡るのである｡この荒野や家､さらに大地への執着は､他の欲求､霊的

な力を求める欲望が激しくなっても虚弱化することなく､それどころか一層激

烈になり､この相反する欲求はEmilyの中で闘われ続けてゆく｡それでも

Emilyは完き解放を執軌 こ求めてやまないのである｡この葛藤が Wuthering

HeighLsの死の床にあるCatherineの矛盾にみちた言動に表わされていると思
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う｡この内部で闘われる2つの欲求にひき裂かれるCatherineの苦悩が､

Catherineの発する言葉の矛盾の上にどのように映し出されているか､すなわ

ちCatherineの嵐が丘への烈しい望郷の思いと ｢あの輝やかしい世界｣への怪

傑との､反対に引きあう2つの欲求が､Catherimeを通してどのように描写さ

れているかを見てゆこう｡

WuEheringHez'ghLsにおいて､嵐が丘の家とヒースの咲く丘へ帰りたいとい

う嘆きに近い烈しい欲求を表現するのはCatherineEarnShow (結婚後Linton

となる)である｡病床にあるCatherineは熱にうかされ､錯乱し､あらぬ幻覚に

脅え体をひきつらせたかと思うと､荒れ狂う嵐のように枕を歯でひき裂き､あ

らぬことを口ばしる｡Catherineは幾り返し執物に自分の生まれ育った嵐が丘

の家や､かしわの羽目板の寝台を思いうかべ､それをNellyに話しては溜め息

をつき､あるいは欺き､いきどおり､取り乱す｡嵐が丘のもみの木の側にある

自分の部屋の寝台の中にいることを夢想し､醒めては絶望の発作に襲われ､さ

らに烈しく家を恋しがり､Nellyに窓を開けてくれとせがみ r格子戸のそばの

もみの木に鳴る風｣｢まっすぐに野を渡ってくる風｣(P.162)に触れさせてくれ､

その風をほんのひと息でも吸わせてくれと嘆願する｡19すべての物が暗黒の中

に包まれている晩､Catherineは見えるはずのない嵐が丘の家の灯が見えると

言い張り､｢みてごらん !あのろうそくがともって､前に木が揺れているのがあ

たしの部屋よ･･･｡｣(P.164)と熱っぽく叫び､子供の頃Heathcliffと通った嵐が

丘への道を幻想の中でHeathclifEを従えて歩くのである｡Catherineは真冬の

北東の風に触れたいがため幾度も窓を開けることをせがむが､この ｢ナイフの

ように鋭く刺す｣風は､Emilyが愛し､防復った谷間の斜面を吹きすさぶ北風

であり､Emilyが愛した荒れ寂れた冬の荒野の風景を想起させ､幼い頃から親
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しんできたものへのノスタルジアを一層激しくかきたてる.嵐が丘の家そして

荒野､荒野に息づく野鳥､丘一面に茂ると-ス､こうした幸福と自由の原風景

とその世界を共有するHeathcliffへのノスタルジアが狂気と死に急き立て､あ

るいは過去の世界へと引き戻す｡ひき裂かれた枕の破れ目から烏の羽根を引っ

ぼり出し､｢あれは七面鳥の羽根だわ｡｣｢これはのがもで､これは鳩だわ-ここ

に雄の雷鳥の羽根があるわ｡それからこれは･･･たげりの羽板だわ｡かわいい烏､

沼地のまん中であたしたちの頭の上をまわっていたっけ｡雨になると思ったの

か巣に帰りたがっていたわ｡冬になってその巣を見ると小さな骸骨がいっぱい

あったっけ｡｣(P.160)と孤り吃きながら敷き布の上に並べては喜ぶCatllerine

の姿は子供のそれであり､意識は子供の頃の世界へと戻っている｡

CatherineとHeathcliffの子供時代とは､Catherineにとって ｢なくてはな

らない存在｣であるHeathcliffや嵐が丘､2人で飛びまわった荒野から引き離

される以前､すなわち2人が共有していた世界､Edenを喪失する前の時代で

ある｡Emilyは子供時代を詩 (NO.143)において､この世の悪や悲しみ､隔落

をまだ知らず､天の愛によって祝福され大地によっていつくしまれ､自己の魂

をみたす光である友と共にあり､合一の夢想の中にあって分離の体験を知らぬ

時代として詠っている｡Catherineは ｢自分の世界を追われた宿なし｣になっ

たのが12歳の時であると思っているが､この年は､父親のErnshow氏が死去し､

嵐が丘の主人が兄 Hindleyに取って代わられ､と同時に子供時代の同朋

Heathcliffが召使いの地位に落とされ､Catherineと遊ぶことを禁じられたた

めに､生まれてはじめてCatherineが孤りになったことを強く意識した年であ

り､また､嵐が丘の家をこっそり抜け出した2人がLinton家のThrushcross

屋敷に出かけ､怪我をしたCatherineのみがLinton家にしばらくの間滞在す

ることになった年でもあった｡Thrushcross屋敷でのでき事はCatherineと

Heatbcliff2人が嵐が丘の家と荒野という自然を媒介として一体感で結ばれて

いた子供時代を2人から奪う決定的事件であった｡この年からLinton夫人と

して病の床につくまでの7年間の生活を振り返り､Catherineは ｢何もなかっ
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た｣(P.163)に等しいと言い､あるいは ｢底なしの穴の中をはいまわっていた

ような気持ち｣(P.163)がすると表現する｡｢自分の世界を追われた宿なし｣

(p.163)という追放のイメージと ｢穴の中をはいまわる｣という幽閉の意識

を暗示する表現が､Catherineの無に等しい空白の7年間についての矛眉し､

錯綜した意識にrealityを与えている｡

はるか遠くの異郷に追放されることと､牢獄に撃がれることを同時にうたっ

た詩 (NO.91)と同様､追放と幽閉のイメージがCatherineの人生に纏い付い

ている一｡窓も幽閉のイメージとして作用している｡からだが焼けるように熱い､

外に出たいと訴え､Catherineは窓を開けてくれるよう墾願する｡窓を開ける

と冷たい風がさっと吹き込み衰弱しきったCatherineの生命のか細い炎を消さ

んとするが､その風が､荒野では ｢半分野蛮人みたいな強い自由な娘｣(P.163)

であった苦へのノスタルジアをかきたてる｡幽閉のイメージはCatherine自身

の肉体によって､より明確に伝えられている｡病の床について2ケ月後､

Catherineは ｢こわれた牢獄みたいな肉体｣(p.196)｢こんなものの中に閉じこ

められているのはうんざりした｣(P,196)と訴えている｡Catherineの､この

訴えは自己否定であり､現在の自己を越えようとして越えることのできない自

己の限界性に閉じ込められて悶える/̂ 間としての存在のあり方への抗議でも

ある｡従ってそこから生じる t̀hatgloriousworld'への切至削ま､限界の衣を脱

ぎ捨て自由になった魂が招けめぐる世界への怪傑であり､それは死の情熱にま

で極まってゆく｡

病の床に縛りつけられているCatherineは嵐が丘への思慕を炎のように燃え

たたせるが､そこにはEmilyの大地への思慕が映し出されて料 〕､それは生へ

の情熱を暗示する｡Catherine.の嵐が丘への望郷と ｢あの輝やかしい世界｣へ

の憧憶との矛盾した欲求に､Emilyの地上への確執と永遠なるものへの愛の交

錯､生への情熱と死への情熱の錯綜がみられる｡またCatherineが妊娠してい

ることを考えあわせると､有限性､限界性という苦悩を背負ったまま､生存の

本能に促されて生にしがみつく人間存在の不条理性を象徴しているようにも考
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えられる｡しかし､病の床についてから死までの2ケ月間に､Catherineの情

熱は生と死の間を激 しく揺れ動きながらしだいに死へと向かってゆく0

Catherineは死と共に ｢あたしの魂はあの丘の頂きべ飛び去っているでしょ

う｡｣(P.165)と嵐が丘への執着を捨てきれずにいることを暗示することばを

発する｡が2ケ月後､肉休という牢獄からの脱出の欲求と共に t̀hatglorious

world'へ逃げてゆくという考えを初めてロにする｡さらに ｢あたしはあなた

たちみんなとはとても比べものにならないくらい遠い高いところへ行ってしま

うのよ｡｣ (P.165)とも言う｡｢あの丘の頂 き｣ は､Catherineが見た夢

(Lintonと婚約すべきかどうかと迷っている時､Catherineは自分が天国にい

てみじめな思いをしている夢を見る｡夢の中で地上､つまり m̀yhome'に帰り

たいと胸もはりさけんばかりに泣き叫ぶCatherineはついに天から地上に投げ

下される｡)の中で怒った天使たちが投げ下した ｢荒が丘のてっぺんの荒野｣

(p.120-121)を連想させ､死後の魂が丘の頂きへ飛び去るという発言に､我が

家である嵐が丘､大地､そしてこの世への執着心を読みとることができる｡一

方 ｢あの輝やかしい世界｣あるいは ｢遠い高いところ｣というideaによって､

｢あの丘の頂き｣とは性質の異なる､魂が永遠に回帰するところとしてのvi-

sionが提出されている｡しかし t̀hatgloriousworld'へのあこがれは､死ぬ程

恋焦がれた地上的なものからの雄脱を意味するとは必ずしも言えないように思

う｡Catherineは ｢あの輝かしい世界｣へ逃げてゆきたいということばを発す

る直前に､死後も安らかな眠りにつくどころか ｢わたしも地下で同じように悲

しんでいると思って下さい｡｣(P.196)と､Catherineの死を前に地獄の苦しみ

に悶えるHeathcliffに宣言している｡この ùnderground'から t̀hatglorious

world'への移行は唐突すぎるように思われる｡

矛盾や不確かさはNellyのことばにもみられる｡Nellyは周囲のもの一切へ

の関心を失ったかにみえるCatherineの様子をはるか向こうの ｢現世のかな

た｣を見つめているようだと形容するが､一方で､｢肉体と-諸に現世の性格も

捨去らないかぎり天国へ行ったとて島流しにされた思いでしょう｡｣(P.195)
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と述べる｡また､Catherineが死後の永遠の世界､平安の安息所への門出にあ

るという確信を持つかと思うと､一方､Catllerineの生涯をふり返ってみると､

｢あの世で幸福だとは言いきれない｣とも思う｡ここにもEmilyの相反する

ものへの欲求から生じる錯綜と矛盾が映し出されている｡

Catherineは死を目前にして t̀hatgloriousworld'への傾がれを口にするが､

死後Catherineの霊は､Nellyの言うように ｢地上にあるか､それとももはや

天国へ去ったか､いずれにせよ､今は神のみもとへ帰った｣(P.202)とも ｢終

りもなく､暗い影もない永遠の世界｣(P.202)あるいは ｢遠い高いところ｣(P.

201)へ行ってしまったとも想像し難い｡むしろ､｢地上で悲しむ｣ Catherine

の姿をより強く印象づけられるが､それはLockwoodが嵐が丘の家に泊った晩

に見た夢の中に､子供の姿で現われるCatherineが話すことばに拠るところが

大きい｡Catherineの子供時代の寝室で一夜をあかすことになったLockwood

は､夢の中で窓の外から子供の顔が中をのぞき込むのを見､そして､その子供

が ｢あたし家に帰ってきたの｡荒野で道に迷ったの｡｣(P.67)｢入れて- あ

たしを入れて｣(P.67)とこの上もなく悲しげな声で訴え､あるいは泣きわめく

のを聞く｡Catherineは ｢20年間さまよっていたのよ｣と言うのだが､Heath･

cliffに騒ぎの事情を説明するLockwoodは､｢あの娘は20年もの間地上をうろ

つきまわっていると言ったが-･｡｣(P.69)と､紡復の空間を t̀hemoor'

(Catherineが ẁaif'であったと主張する空間は､迷い子になった場所である

荒野であろう)から t̀heearth'に変えて伝えている｡Catherineにとって自由

の空間であった子供の頃の荒野や沼地も､さ迷える地､脱け出ることのできな

い閉ざされた空間となり､その中をさ迷う子供のCatherineは家に帰りつくこ

とができず､帰ってきても家の中に入ることができない｡ここにも幽閉と追放

のイメージがある｡Catherineの霊 (Lockwoodは夢からさめた後 t̀hespec-

tre'ということばを用いている｡)は20年もの間荒野をさ迷い､嵐が丘の家に執

着し､t̀hatgloriousworld'へと飛糊できず､地上に縛られているという印象

を与える｡大地から発散される現世的気配はこの作品のendingからも感じら
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れる｡土地の人々やJosephはHeathcliffの死後､2人の幽霊が野原や嵐が丘

の家の中を歩き回るのを見たと主張するが､2人の死後住み手がいなくなった

鼠が丘はあたかもこの2人の志のすみかになったかの印象を残す.嵐が丘周辺

にうごめく地謡_のごときCatherineの存在が一層 t̀hatgloriousworld'につい

てのvisionへの距柾を大きくしている｡後期の詩において､はっきりと表現を

与えられた神秘体験 (無の体験)に比べると､この小説にはより強烈な大地の

においが充溢し､嵐が丘へ執劫に帰ろうとする情念の激越さを感じさせ､未来

に投げかけるべき永遠なる魂の自由の地へのvisionよりも､嵐が丘へ向かって

過去へと引き戻そうとするエネルギーの興様な放出を印象づけちれる｡ここに､

Emilyの家と荒野へのノスタルジア∴さらに大地への執念深さ､生への情熱の

投杉がみられる.これらがEmilyのIJlifli世非で､どのような航跡を描いて最終

的白山のvisionの中に吸収されあるいは溶け込み無化してゆくか､LawHill

以降 (1838iF以後)の詩によって検討してみよう｡

LawHillから家へ戻ったEmily.は､投獄の苦しみや失われた自然の輝きへ

の嘆き､さらに､故郷に戻り家と荒野での自由を回復した後も癒されることの

ないホームシックの苦しみについて詩の中で告白している｡

IndungeonsdarkIcannotsing,

Insorrow'sthrall'tishardtosmile;

Whatbirdcansoarwithbrokenwlng?

Whatheartcanbleedandjoythewhile.(NO.77.e.I-4)

暗い地下牢の中で歓びもははえみも忘れ､悲しみに捕われた囚人は､翼折れ､

心臓から血を流す鳥が空高く舞い上がることができないように､歌うことはで

きない｡
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また､LawHillから戻って1年以上たった1838年11月11日の目付けのある

詩にも､LowHillでの郷愁が詠われており､家に戻ってからも囚われ人とし

ての意識がEmilyを苦しめ続けていたことを示しているが､それだけとは言い

難いものをこの詩から読みとることができる｡

Loudwithoutthewindwasroaring

Throughthewanedautumnalsky;

Drenchingwet,thecoldrainpouring

SpokeofStormyWimtersnigh.

Itisswelledwiththefirstsnowyweatller;

Therockstheyareicyandhoar

Anddarkerwavesroundthelonglleather

Andtllefern-leavesaresunnynomore.

Therearenoyellow-starsonthemountain,

TheBlue-bellshavelongdiedaway

Fromthebrinkofthemoss-beddedfountain,

Fromthesideofthewinterybrae-

Butlovelierthancorn-fieldsallwaLving.

Inemeraldandscarletandgold

Aretheslopeswherenorth-windisraving,

AndtheglensWhereIwanderedofold.

"Itwasmoming;thebrightsunwasbeaming."

Howsweetlythatbroughtbacktome

Thattimewhennorlabournorbeamlng
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Brokethesleepofthehappyandfree.

Forthemoors,forthemoorswheretheshortgrass

Likevelvetbeneathusshouldlie!

Forthemoors.forthemoorswhereeachhigh pass

Rosesunnyagainsttheclearsky!

Forthemoorswherethelinnetwasthrilling

Itssongontheoldgranitestone;

Wherethelark-thewildskylarkwasfilling

Everybreastwithdelightlikeitsown.

Whatlanguagecanutterthefeeling

Thatrosewhen,inexileafar,

Ontllebrowofalonelyhillkneeling

Isawthebrownheathgrowingthere.

Itwasscatteredandstunted,andtoldme

Thatsooneventhatwouldbegone;

Itswhispered,"Thegrimwausenfoldme.,

ihavebloomedinmylastsummer'ssun.''(NO･91.L1-4.23-38.43158)

ll

12

13

14

第1の ｢風がうなり｣｢雨が降りしきる｣｢嵐吹く冬の近さを語る｣光景は､こ

の詩が書かれた季節､11月のものであるとすると､6､7連でうたわれている

季節はいつであろう｡1連の初冬の趣きとは異なるものを感じさせる｡11月の

陰うつさの中､嘆きのため息がもれるが､ため息にかわって美しい àncient

song'が聞こえてくる｡｢時は春､ひばりはさえずっていた (e.ll)という ｢昔

の歌｣の詞の魔力によって､想像力の泉は溢れ出て､それは11月のわびしさの
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中で5月の歌を唱い､故郷の光景を映し出し､なつかしき ｢わが荒野｣へとい

ざなうのである｡そこで見た光景が6､7連の荒野の景色であろう.それは春

の荒野ではなく､初雪に水かさを増した流れ､真白に凍ついた岩､｢羊歯の薬は

もはや日ぎLに映えることもなく｣､黄色の星花も釣鐘草も姿を消してしまっ

た ｢過ぎし日｣の冬の荒野の光景である｡

8連でEmilyは ｢エメラルド色､緋色､金色に波うつ麦畑｣よりも ｢北風吹

きすさぶ斜面｣｢わたしがさまよった過ぎし日の谷間｣を美しいとうたう｡こ

の詩が書かれたのが11月の北風吹きすさぶ季節であり､Emilyは自由に谷間を

歩き回ることができたはずであるが､｢過ぎし日の｣とうたっていることから､

Emilyは家へ戻った後も囚われ人としての自己を回想し､LawHillでの苦悩

を詩にうたっているとも考えられるoEmilyがLawHillSchoolの壁に囲ま

れ不自由な生活をしているという設定のもとにこの詩をとらえ直すと､｢過ぎ

し日｣はLawHill以前の日々をさすことになる｡9連以下4連は ｢いかなる

労苦も夢も､幸福で自由な者の眠りを破ることのなかった頃｣をうたったもの

であり､RoaHeadにおいてEmilyはすでに囚われの苦しみを体験しているの

で､それ以前の日々を暗示している｡調子においても､うたわれている季節

(8連は北風吹きすさぶ季節を､9連以下4連は r露の牧場｣､ビロードのような草のは

えている荒野が見渡せる季節をうたっている)においても､8連の ｢過ぎし日の谷

間｣と9連以下の ｢幸福で自由な｣日々とは異なった過去をうたっていると考

えられる｡従って､8連の ｢過ぎし日｣とは､RoaHeadでの体験によって幼

き日の夢が破られ悲しみを知ったEmilyが､LawHill以後のような囚われ人

としての意識に悩まされ､苦悩を深めることなくすごせた日々のことであると

推量することもできる｡

13連と14連は､追放された ｢わたし｣が見ている寂しい荒野の風景である｡

｢冷酷な壁がわたしをとり囲んでいるのです｣とささやくとニスは枯れかけて

いる｡7連の ｢釣鐘草が姿を消してもう長い｣という詩句は､13､14連のヒー

スが枯れゆく季節､すなわち囚われ人としての体験以後､悲しみに囚われてし
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まった ｢わたし｣の心象風景と重なりあう｡この詩には､荒野へ､荒野へと向

かう詩人の心と共に､荒野に立つだけでは ｢すぎし日の谷間｣を見ることはで

きず､｢昔の歌｣が暗示する f̀ancy'spower'によって､もはや昔の荒野ではな

くなりつつある自由と幸福の原風景をよみがえらせようとする悲しい思いがこ

められている｡

囚われ人としての悲しみを知ったEmilyの心に､現実の荒野は､原初的自由

のvisionを映しださない｡Emilyは幼き日の楽園を喪失したのである｡この

自由の地､荒野の楽園を回復しようとする必死な試みが､自然の啓示力やイマ

ジネーションの力に頼ってなされるが､これらの力の限界性につまづき苦悶す

る中で､過去の現実であった荒野の自由のvisionとは違った､永遠なる自由の

地についてのvisionという絶対性を志向する高度に桁神化され､純化された

Yisionを展開してゆくことになる｡

1838年12月4日の詩､(NO.92)にもEmilyの心の憩うなつかしく慕わしい

場所 ｢わが家の炉辺｣がうたわれている｡それは ｢不毛の山にかこまれ冬が吠

え｣ 日.9)｢雨がしのつき｣(～.10)｢わびしい嵐が寒ざむと吹き嵐れる｣日.ll)

所にある古びた家の炉辺である｡その周りの風景一石の上に止まる小鳥､壁に

生えたしめっぽい苔､雑草の茂る庭の小道-への深い愛情､思慕を ｢わたし｣

は h̀owILovethemall!'(i.20)と語るOしかし､このわたしがよく知って

いた光景､(A.373)は ｢空想の力｣によって現出した世界であり､この幻の懐

かしき世界にさまよう至福の時､｢わが憩いの時｣くせ.47)はすみやかに消え去

る｡｢真実が空想の力を払いのける｣(A.43)時､｢わたし｣の耳に ｢牢獄の門

が閉まる昔が聞こえ｣(～.44)｢煩わしい心労｣(∫.48)の現実にひきもどすの

である｡この牢獄はLawHillScl1001でもありえるが､また､自由を楽しむ可

能性を与えられた環境にあっても逃がれることのできないもの､この詩におい

ては t̀ruth'(～.43)と表わされているものである｡この空想の力を払いのけ

る t̀ruth'とは何を意味するのであろうか｡

6年後､1844年 9月3日の T̀olmagination'と題する詩にも ｢萌えくる空想
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の花｣を荒々しく踏みにじる t̀ruth'がうたわれている｡この t̀ruth'は自然の

悲しい現実､真理であり､これが夢の虚妄なることを､苦悩する心に告げるの

である｡この詩において詩人はImagimationの与える歓喜に対する不信を表明

しながら､その力を､絶望した時にさらに望を輝かす b̀enignantpower'(～.

34)として受け入れている｡

f̀ancy'spower'や Imaginationの b̀enignantpower'に対する懐疑をうたう

以前に､失われた自然の輝き､自然の啓示力に対する懐疑を暗示する詩が1838

年5月9日にすでにうたわれている｡

And,leaningonthygenerousarm,

Abreathofoldtimesovermecome･,

Theearthshoneroundwithalong-lostcharm;

Alas,IforgotIwasnoHhesame.(NO,60.E.13-16)

｢大地は久しく失われていた魅力をとり戻して輝いた｣ということは､その輝

きの失われたことを詩人が嘆いた時期があったことを示している｡失われてい

たのは大地の魅力だけではなく､自分自身の魂も昔の輝きを喪失していたので

あるが､大地の寛大な腕にもたれる ｢わたし｣は､大地の輝きと抱擁力によっ

て､自分自身の魂をみとめ､昔そのままの自己を取り戻す力を感じることがで

きた｡大地は ｢わたし｣自身をとり戻す生命力を吹き込む力をつかの間であれ

発揮する時があったのである｡

空想の中でしか､すぎし日の荒野での自由と快惚を味わえなくなったEmily

にとって､Imaginationを刺激し目ざめさせる夜こそ解放へと誘う ｢使者｣を

●待ちわびる時間であった｡夜は､自然の力､息吹がEmilyの心と共鳴し合う時

であり､幼い日からEmilyが夜を愛してきたことは1840年 9月11日の T̀he

Night-Wind'と題する詩にうたわれている｡夜の静寂が風の音を誘い､真夜

中の風のかき鳴らす調べがEmilyの心に響き渡るoその風の噴き一執劫に言

いよる恋人のwooingvoiceに愉えられている一に､Emilyはかって自然の中

に潜む天の祝福をみとめた日々があったこと､そして､その風のうたう調べが
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今 ｢わたし｣の心を動かす力を失いかけ､｢わたし｣の心は風から離れつつあ

ることがこの詩から読みとることができる｡

Brussel留学の前年1841年5月16日の詩にも同様の懐疑が顔をのぞかせてい

る｡

ShallEarthnomoreinspirethee

Thoulonelydreamer心OW?

Sincepassionmaynotfiretllee

ShallNatureceasetobow? (NO.147てe.1-4)

この詩は､自然を暗示する m̀agicpower'を持つ ｢私｣が孤独な夢想者に呼び

かけるという設定になっているが､この l̀onelydreamer'も､呼者である ｢私｣

も共にEmily自身であり､m̀agicpower'に対する自己の内なる懐疑に ｢私｣

が問いかけているという構図になっている｡ C̀omebackanddwellwithme'

(e.8) R̀eturnanddwellwithme'(A.28)と ｢わたし｣は l̀onelydreamer'

に呼びかけているが､これは､風の愛撫による祝福を受け､自然の息吹によっ

て導かれていた l̀onelydreamer'の心が､共に在り､心を交わしてきた長年の

友 (自然)から牡れている証しである｡荒野を吹き渡る風や､太陽の光は今だ

にEmilyを魅了し､慰めてはくれるが､自然や大地の輝きの中にあらわれてい

た天の啓示は失われている｡Emilyは自然の m̀agicpower'への懐疑を自己

への問いかけの形で提出している｡しかし､一方でこの詩には大地への烈しい

執着も詠われているのである｡

FewheartstomortalsglVen

Onearthsowildlyplne;

YetnonewouldaskaHeaven

MorelikethisEarththanthine.(NO.147.A.23-24)

Emily程 (大地)のような (天国)を切に求めた者はいないのである｡

この詩以上に烈しく大地への愛着を詠った詩が2カ月後 (1841年7月17日)に

書かれている｡
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Letmerememberhalfthewoe

I'veseenandheardandfeltbelow,

AndHeavenitself,sopureandblest,

Couldnevergivemyspiritrest

NoIEarthwouldwishnoothersphere

Totastehercupofsufferingsdrear;

SheturnsfromHeavenacarelesseye

Andonlymournsthatwemustdie∫

Ahmother,whatshallcomfortthee

lnallthisboundlessmisery?

Tocheeroureagereyeawhile

Weseetheesmile;howfondlysmile!

Butwhoreadsnotthrough thattenderglow

Thydeep,unutterablewoe?

Indeed,nodazzlinglandabove.

Cancheattheeofthychildren'slove,

Weall,inlife'sdepartingshine,

Ourlastdearlongingsblendwiththine;

Andstrugglestillandstrivetotrace

Withcloudedgaze,thydarlingface.

Wewouldnotleaveournativehome

ForanyworldbeyondtheTomb.

No-ratheronthykindlybreast

Letusbelaidinlastlngrest;

Orwakenbuttosharewiththee

Amutualimmortality.(NO.149,e.ll-14,e･25-46)
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この詩にも､｢私たち｣を和ませる大地の優しい笑みが詠われているが､むしろ

ここでは ｢私たち｣の死の運命を嘆き､この世の尽きない悲惨さを身ら引き受

け､深き苦悩をその笑みの中にあらわす ｢母なる大地｣が詠われている｡この

｢私たち｣とは ｢大地｣が生み育んだ子らで､悲しみと苦悩のこの世にありな

がら､祝福され浄らかな ｢天上｣よりも ｢母なる大地｣をいとおしみ､絶える

別邸にもその優しき母の姿を探し求める｡｢わたしたち｣は ｢生まれた家を去

って行きはしない｣｢墓の向うにどんな世界があろうとも｣と òurnative

home'への愛を宣言するが､この ｢家｣とは ｢母なる大地｣であるから､｢大

地｣への烈しい執着を示していることにはかならない､そして､それは生への

執着の極とも言える｡地上の悲哀を忘れえぬ魂にとって H̀eaven'は安らぎの

地ではなく､̀lastingrest'は ｢大地｣の胸にある｡これは世の煩いを永久にう

けつけぬ死の床の安らぎであろうか｡MarryRobinsonの指適するようにこの

大地は t̀hemotherandgrave'であって､生み出すものであり､葬るものであ

る｡この l̀astingrest'に対し､大地と共に ｢不滅の生｣に眼ざめるとは何を意

味するのだろうか｡｢天界から冷やかに眼を背け｣た大地と､その子らが共に

する ｢不滅の生｣という考えの延長線に､あらゆるもののつながりを自然のな

かにみるvision､自然と永遠とを死の概念によって結びつけたvisionを提出

している詩 (4年後1845年4月10日に書かれた ｢死｣と題する詩)が位置して

いるように思われる｡この詩においては､自然と永遠とが､子と母という関係

で捉えられており､時に侵食され ｢無情な死｣になぎ倒され枯らされる自然の

限りある生命が､その母の胸を流れる ｢生命の挺りの潮｣｢永遠｣を養い育て､

さらに自然の生命を茂らせるという､生､死､永遠､そして生という連環の

visionが提示されている｡(但し､この ｢死｣の詩には ｢大地｣への確執とい

うよりは､むしろ､大地の与える歓びを限定する死の絶対性へのEmilyの嘆き

が映し出されており､更に､そこで提示された連環のvisionにも嘆きの裏返し

とも思える自己説得的調子が漂っている｡)

このように､自然の営みの中に永遠のしるLを見出したEmilyではあるが､
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さらに､それを自己の内部に引きよせ､そこで永遠なるもの (真の生命)と出合

い､死の絶対性を越えるためには大地への確執を克服しなければならない｡あ

れ程烈しく執着しっづけたEmilyにとって､大地そのものが牢獄となる日がく

る｡r嵐が丘Jにおいて､死の床にあるCatherineが口走る ｢がたがたの肉体｣

への嫌悪感にも限界性を背負った人間の存在を超えようとするあがきが表わさ

れており､そこにEmilyの､この世､つまり大地への執着を断ち切り､永遠性

を志向する姿勢が否定的表現の中に映し出されている｡しかし､Emilyの2つ

の欲求 (大地への執着と永遠なるものへのあこがれ)が1つのvisiollの巾に

統合されるまでEmilyの心はさらに烈 しくひき裂れ続ける｡RoaHead､

LawHillでの寄宿生活の体験を通して､子供の頃の自然との秤､一体感から投

げ出されたことを意識しながらも､あるいはその意言哉ゆえに一層の烈しさで､

Emilyは原初的visionにすがりつき､大地への愛をうたう一方､永遠なるもの

への憧憶が募り､Emilyの心の葛藤が激烈になってゆく｡EmiLyの葛藤は､

190吉あまりの詩の中で使われる非常に頻度の高いことばが一Heaven'(82凶)

と Èarth'(60回)､あるいは H̀ome'(37回)であるという事によっても､その

激 しさ､複雑さを推 し測ることができる｡21 H̀eaven'と Èarth'は Èarth

reservesnoblessing/FortheunblessedofHeaven!'(NO.186.2.33-4)i

うたわれる如く､両者が祝福とか自由という肯定的概念によって結びつけられ

ていることもあり､ Èarthrisingtoheavenandheavendescending(Ⅳ0.5.

e.4)というように､2元的要素 (暗闇と栄光)が溶け合うように対立が消滅

し1つになることもあるが､多くの場合両者は対立する｡

子供時代､自然は天の輝きを装い天の祝福を映し出し､Emilyの心の中の自

然もそうした自然に感応し､一体化してその生命を息づいていた｡大地の胸は

Emilyが幼年期に喪失した母親の無条件の愛と秤の記憶を引きつぐものであ

ったのであろう｡しかし､その大地が天の祝福を失い苦悶の声を発する時がく

る｡子供時代との決別と異郷での学校生活を通してEmilyは分離を体験し､あ

らゆる存在の根拠としての自然､天の祝福と結びついている自然を失いつつ成
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長してゆくが､子供時代の自由と幸福の空間への回帰の渇望は強く､Emilyは

失われた自然の原初的visionを回復しようと苦闘し､挫折をくり返す｡この闘

いの中から解放する力についてのvisionが生まれ､やがてそれらへの懐疑をつ

きぬけ､ひたす ら執念深く待ちつづけたEmilyの心に く幻)が顕現 し､

S̀trangepower'への生命をかけた信仰を誇らかにうたう時がくる｡そして､

風のように訪れる ｢わたしの愛するもの｣｢不思議の力｣への信仰は､｢わが内

なる神｣｢全能にして永遠に存在する神｣への信仰へと発展してゆく｡あらゆ

る存在が ｢わが内なる神｣の中に存在するという絶対矛盾の形容によって

く神)との一体感がうたわれ､この (神)との一体感の快惚境において ｢わた

し｣は天の栄光を見､｢わたし｣自身が力を獲得し､死を超越するのである｡

次に､Emilyの心が絶えず向かう空間と解放するカへの信仰とのつながりを

詩の中の･home',･harbour'と･rock,とのイメージのつながりによって探って

みよう｡Emilyの神秘体験とその失敗の苦悶が1845年10月9日の詩にうたわ

れている｡

ThendawnstheInvisible,theUnseenitstruthreveals:

Myoutwardsenseisgone,myinwardessencefeels-

Itswingsarealmostfree,itshome.itsharbourfound;

Measuringthegulfitstoopsanddaresthefinalbound.

Òhdreadfulisthecheck-intensetheagony

Whentheearbeginstohearandtheeyebeginstosee･,

Whentheplusebeginstothrob.thebraintothinkagain.

Thesoultofeelthefleshandthefleshtofeelchain!(NO.190.A.81-88)

｢沈黙した楽の音｣が ｢悲嘆と苛立ちの苦悶｣にざわめく胸を鎮め､死によっ

てしか夢見ることのできない (とEmilyの言う)心の調和に達したその時､｢見

えざるもの｣が姿を現し､その真実を顕現する｡｢わたしの外的感覚｣が去り

｢内なる精髄｣が感じるとは､ 肉体の束縛から解放されたことを意味するが､

｢ほとんど自由｣になった ｢その巽｣は く家)く港)を見つけ､そこに横たわ

る ｢深淵を測り｣｢最後の飛摺｣を敢行しようとするCが飛和は失敗に終わり､
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外的感覚がよみがえり ｢肉体が銃を感じ｣はじめ拷問の苦しみを嘗める.ここ

では (家)と (港)は同格で､同じイメージ､休息の地､しかも永遠なる魂の

帰りつく故郷のイメージを伝えている｡それは魂が自由に憩う住処である｡こ

のイメージは3カ月後､1846年1月2日の ｢わが内なる神｣への信仰をうたっ

た詩においては､｢不滅の不動なる岩にしっかり錯をおろす｣という (与▲さ)の

イメージに変わる｡

Holdingsofastbythyinfinity

Sosurelyanchoredon

ThesteadfastrockoHmmortailty (NO･191.e･13-16)

この岩のイメージは､CatherineのHeathcliffへの愛がいかなるものであるか

を表わすイメージ､｢地下の永遠の岩｣と呼応する｡あらゆるものが滅んでも

Heathcliffの中に自分が生き続けると主張するCatherineのことばは､Heath-

cliifがあらゆる存在の基礎として捉えられる存在であることを示している｡

｢この世｣という限りある世界に閉じ込められた自己がその限界の鎖を解いて

｢この世｣の彼方へ超出することができなければ生きる意味がないと考える

Catherineは､Heathcliffの中に自己を越えてゆくエネルギーを見出しており､

しかもHeathcliffが常に自分の心の中にあり､｢わたし自身｣がHeathcliffで

あるという同一性の感情でHeathcliffと不可避的に結びついていることを主張

し､自己のidentityをHeathcliffの存在によって説く｡このようなCatherine

のHeathcliffへの愛とは自己の中の他者であった自己自身 (真髄あるいは魂､存

在の根源)を知ること､深い一体感で結ばれることへの情熱であり､自己の中に

在って自己を越えた存在となるためのエネルギーを獲得し､その力そのものと

なる欲求である｡HeathcliffとCatherineの関係は､｢わが内なる神｣への信

仰をうたう詩に掛ナる (秤)と､信仰者たる ｢わたし｣との関係に酷似してい

る｡｢不滅の岩に錯をおろす｣という詩句は ｢わたし｣の確固たる信仰告白の

イメージを伝えている｡

この詩において､憧れ､慕い､執着し続けた荒野も大地も､太陽や月､宇宙と
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共に ｢生命の神｣｢実在｣の中に消滅する｡しかし､｢わが内なる神｣の中に

｢わたし｣は永遠に生き続けるのであり､神への揺らぎなき信仰によって永遠

なる魂の ｢我が家｣に帰りついたのである｡ h̀eaven'から m̀yhome'である

･theheath･(Ea.th)に帰ろうとした●catherineのように大地に執着しっづけた

Emilyは､今やっと長さ放浪の旅の末に永遠の住処を見出し､そこへの深淵を

越えて飛期し､確実に ｢不滅の岩｣に着地したのである｡内なる懐疑の深淵を

超えて､Emilyは信仰の極地､わが内なる神との一体感において神を知るとい

う神秘体験に到達し､その悦惚境の中に､あらゆる葛藤､心の中で闘われる相

反する欲求が呑みこまれ､完全なる心の調和､統一を認め､自由を獲得する｡

日銭を含めて一切を放棄する無の体験によって､生の原理を知ったEmilyは死

の彼方へのobsessionも死への怖れも拘泥も無化し､苦悩も死そのものも越え､

自己の限界を破る｡

｢海｣あるいは ｢錨をおろす｣というイメージは死を暗示することがある｡

海を渡ってゆくと､そこには悲しみも嘆きもおとずれることのない安らぎの地

があり､そこに錨をおろすということは､死による休息の地に至ったことを意

味する｡しかしこの安らぎは冷たく暗い死の安息であり､歓喜から切り離され

ている｡死の誘惑を拒絶し､たゆみなく信じるものに向って懐疑の闇を歩み続

ける者にこそみえざるものが姿を現わす｡そして外的感覚が消失する併惚境に

投入した時､あらゆる束縛から脱がれることのできた魂が､その故郷を兄い出

し ｢最後の飛躍｣を試みる｡この生命をかけた飛躍を成しとげた者が ｢不滅の

不動なる岩｣に錨をおろすことができるのであり､魂の帰るべき根源的母胎､

永遠の安息と自由の地に確実に着地する｡この時､家､荒野､大地､自然という

心理的な空間は永遠の故郷のvisionの中に吸収され消滅する｡

VirginiaWoolfは WutheringHiLshLsには愛があるが ｢それは男女の愛では

なく､ひき裂かれて巨大な無秩序に陥った世界を統一する衝動である｣と述べ

ている｡22 この衝動はEmilyの合一への烈しい欲求が投影されたものであると

思う｡この欲求は､Emilyの分離の体験､すなわち､母あるいは母なるもの､
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大地から投げ出された体験から生じている｡自己と自己をとりまく世界に存在

するあらゆるものの根拠から投げ出され､宇宙から孤立したことを強く意識す

る者はより烈しく合一の体験を求める｡すなわち ｢人間の本質を表わすもとと

なる力｣そして ｢神｣との合-を｡23しかし､人間としての自己から解放する力

をもつものについてのvisionを深める上で障害となるのは､Emilyが最も愛

し慕うもの､すなわち m̀yhome'､大地への執着であり､この2つのvisionに

ひき裂かれてすべてを統合する1つのvisionに到達することができないので

ある｡すべてを安息へと結着をつける死の静けさへの欲望と闘い､失敗をくり

返しながらも内面の観照､内省によって自己の魂を見つめ続けたEmilyは､魂

の内奥にひそむ自己の世界の神秘へと-歩一歩近づいていったと思われる.大

地への愛着と､永遠なるものへの怪傑とに引き裂かれる苦悶に耐えながら､

Emilyは自然の対象から目を転じ自分の中に求めるものを探究しはじめたに

ちがいない｡自然の中にも宇宙にもたえず探し求めてきたものを､Emilyは､

自己の存在の奥へと足を踏みこみその中心へと近づいていった時､そこに発見

する｡真の生命､神の｢息吹｣､解放の力､永遠なる存在との合一の瞬間､Emily

は自己の内にその力を感じとり､自己を超越すると同時に分離を越える｡自己

が全宇宙､全存在と密着に結び合わされ､1つであり､あらゆる存在の根源で

あることを知るのである｡

Emilyが最も愛したのは荒野であった｡が､その愛するものへの執着と求め

つづけるYisionとの葛藤を徹底的につきつめ､懐疑を無限に徹底化したところ

に現出する伐惚境こそ､Emilyが真に求め続けてきたものであり､その一瞬に

永遠なる魂の故郷､限りなき幸福と自由の故郷を見たことであろう｡
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